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パパもママも園児といっしょにお遊戯（松里保育所入園式より）

残雪に芽吹く美人林
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クロスカントリースキー大会・…8・9
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4月のフォトニュース…・……・　・11

集落探訪（湯山）……………　14

おめでた　（幽生）　　　（生年月日）

可奈ちゃん　滝沢博一さんの長女（松之山）

　　　　　　　　　　　　3・3・1
沙紀ちゃん　渡辺新一さんの三女（松之山）

　　　　　　　　　　　　3・3・3
与平くん　高橋登さんの長男（松之山）

　　　　　　　　　　　　3・3・4
お《摯ゐ（死亡》　（死亡年月日）

保坂ケンさん　88歳（松口）保屋

　　　　　　　　　　　　3・3・5
若井千代松さん　82歳（小谷）山城屋

　　　　　　　　　　　　3・3・6
※3月1日～31日までの届出分です。

東頸城広域組合事務所

5月から土曜閉庁へ

　東頸城広域組合（事務所）でも、平成3

年5月から郡内の町村と同様に土曜閉庁を

行うこととなりました。

　毎月の第2・第4土曜日は、日曜日と同

様業務を休ませていただくこととなります

ので、よろしくお願い致します。

　　》　4ヤげ／

ぽくのかお

　　　　　　　　軸儀暫

　　　　　　　　憐＼、ゆ

（松之山　町営住宅）　懇．．、　　奔

ゾ

拶
お家のみんな

　　　　　　　　　の　　 ・
，

’‘、1・y春一』

　　　　　　　　哩▽、嘱、．

たか‘ましなおやくん』／妬、、1二曳旭

　（中尾きぜん）　泌．
　　　　　　　　　・驚．．．
　　　　　　　　　　　　しんかんせん
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世
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、
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七

（
）
内
は
三
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

　
　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
三
月
、
四
月
は
移
動
の
季
節
。
就

学
、
転
勤
、
就
職
等
、
別
れ
と
出
合

い
の
光
景
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま

　
役
場
の
職
員
も
退
職
者
が
あ
っ
た

り
、
内
部
の
機
構
が
変
わ
っ
た
り
で
、

一
』
卜
名
近
い
異
動
が
四
月
一
日
付
け

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
異
動
で

永
年
（
五
年
六
カ
月
）
広
報
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
私
も
、
住
民

課
の
方
へ
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
町

の
広
報
は
、
今
度
総
務
課
行
政
係
の

担
当
と
な
り
、
佐
藤
仁
君
が
五
月
号

よ
り
編
集
に
あ
た
っ
て
く
れ
ま
す
の

で
、
私
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
取
材
等
色
々
な
面
で
・
こ
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
（
相
沢
）

●
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2

保
育
所
で
入
園
式

　
町
内
三
つ
の
保
育
所
で
は
、
四
月

五
日
と
六
日
に
そ
れ
ぞ
れ
入
園
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
松
里
保
育
所
の
入
園
式
は
四
月
六

日
に
行
わ
れ
、
三
歳
児
七
名
、
未
満

児
二
名
が
入
園
し
、
松
里
保
育
所
全

体
で
は
二
十
七
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
入
園
式
が
始
ま
る
と
み
ん
な
お
行

儀
よ
く
前
を
向
き
、
来
賓
の
方
や
保

母
さ
ん
の
お
話
し
を
き
ち
ん
と
聞
い

て
い
ま
し
た
。

　
保
母
さ
ん
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る

と
大
き
な
声
で
返
事
を
し
、
心
配
し

て
い
た
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
を
安

心
さ
せ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
キ
リ
ン
や
ウ
サ
ギ
組
さ

ん
た
ち
と
一
緒
に
「
む
す
ん
で
ひ
ら

い
て
」
を
歌
い
入
園
式
が
終
了
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
松
之
山
保
育
所
で
は
三
歳

児
十
四
名
、
未
満
児
二
名
、
浦
田
保

育
所
で
は
三
歳
児
二
名
、
未
満
児
二

名
が
入
園
し
ま
し
た
。

　　　暫、、、囎』鐸

保母さんのお話しをきちんと

聞きました
　　（松里保育所）

毫
志

義

松
之
山
学
園
入
園
式

　
四
月
四
日
午
後
、
浦
田
克
雪
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
山
村
留
学
生
の
入
園

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
去
年
か
ら
留
学
し
て
い
る
四
名
を

含
め
て
九
名
の
留
学
生
と
な
り
、
に

ぎ
や
か
な
入
園
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
入
園
式
に
は
㈲
育
て
る
会
の
青
木

理
事
長
も
出
席
し
、
松
之
山
学
園
へ

の
熱
い
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
年
の
留
学
生
の
な
か
に
は
、
は

る
ば
る
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
来
日
し
た
日

系
三
世
の
津
久
井
玲
緒
君
（
小
学
校

二
年
生
）
も
お
り
、
上
手
な
日
本
語

で
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　
四
年
生
の
平
洗
司
君
を
初
め
て
山

村
留
学
に
出
す
ご
両
親
は
、
「
雪
と
自

然
が
気
に
い
り
、
山
村
留
学
セ
ン
タ

ー
か
ら
学
校
ま
で
の
約
四
キ
ロ
を
徒

歩
で
通
学
す
れ
ば
、
一
回
り
も
二
回

り
も
大
き
く
成
長
し
、
甘
え
も
少
し

は
な
く
な
る
と
思
う
。
あ
ず
け
た
以

上
文
句
は
言
わ
な
い
の
で
、
び
し
び

し
指
導
し
て
ほ
し
い
凶
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
に
お
け
る
山
村
留
学
も
第

集

五
期
生
を
迎
え
、
年
々
松
之
山
へ
の

留
学
希
望
者
が
増
加
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
一
年
後
、
子
供
達
が
ど
ん
な
に
た

く
ま
し
く
な
っ
て
い
る
か
楽
し
み
で

す
ね
。

入

青木理事長のお話しを聞く子供たち

一
．

教科書と帽子をもらって

今日から一年生

（東川小学校）

入

～

小
学
校
入

学
式

　
四
月
四
日
、
快
晴
の
な
か
町
内
の

四
つ
の
小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
東
川
小
学
校
の
入
学
式
は
午
前
十

時
よ
り
体
育
館
で
行
わ
れ
、
来
賓
、

父
兄
、
先
生
方
や
在
校
生
が
拍
手
で

迎
え
る
な
か
、
新
一
年
生
が
担
任
の

先
生
に
連
れ
ら
れ
て
入
場
し
、
・
式
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
五
十
嵐
校
長
先
生
か
ら
「
お
兄
さ

ん
、
お
姉
さ
ん
た
ち
と
仲
良
く
勉
強

し
て
く
だ
さ
い
凶
と
お
話
し
が
あ
り
、

真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
入
学
式
が
終
わ
る
と
教
室
に
入
り
、

教
科
書
や
帽
子
を
も
ら
っ
て
に
こ
に

こ
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
一
、
二
年
生
い
っ
し
ょ
の
複

式
学
級
の
た
め
、
二
年
生
の
お
兄
さ

ん
や
お
姉
さ
ん
か
ら
自
己
紹
介
と
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
新
一
年
生

の
皆
さ
ん
も
元
気
良
く
自
己
紹
介
を

し
ま
し
た
。

　
今
年
の
一
年
生
の
内
訳
は
、
松
之

山
小
学
校
十
三
名
、
松
里
小
学
校
十

名
、
東
川
小
学
校
四
名
、
浦
田
小
学

校
五
名
で
す
。

中
学
校
入
学
式

　
　
　
　
心
も
新
た
に
5
4
名
入
学

、蝋

新生松之山中学校の入学式

少し緊張気味の女子生徒の皆さん

　
松
之
山
中
学
校
の
入
学
式
は
四
月

五
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
町
内
一
中
学
校
と
な

り
、
浦
田
中
学
校
か
ら
来
ら
れ
た
生

徒
の
皆
さ
ん
も
少
し
緊
張
気
味
で
し

た
。
入
学
式
で
は
新
入
生
の
名
前
が
．

一
人
一
人
呼
は
れ
、
猪
田
校
長
先
生

よ
り
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
た
め
、

学
校
・
先
生
・
友
達
を
好
き
に
な
る

よ
う
努
力
し
て
く
だ
さ
い
と
式
辞
が

あ
り
ま
し
た
。

　
生
徒
代
表
歓
迎
の
こ
と
ば
は
、
生

徒
会
長
の
相
沢
和
彦
君
が
「
自
分
に

自
信
と
責
任
と
誇
り
を
持
て
る
人
間

に
な
り
、
有
意
義
な
中
学
校
生
活
を

過
し
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
立

派
な
新
生
松
之
山
中
学
校
を
築
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
四
と
述
べ
ま
し
た
。

　
新
入
生
誓
い
の
こ
と
ば
は
、
飯
塚

香
織
さ
ん
が
「
中
学
生
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
早
く
中
学
校
に
な
れ
て

勉
強
に
運
動
に
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
二
、
三
年
生
の
皆
さ
ん
色
々
と

教
え
て
く
だ
さ
い
凶
と
誓
い
ま
し
た
。

　
中
学
校
に
な
る
と
新
し
い
教
科
や

部
活
動
が
増
え
、
忙
し
い
学
校
生
活

に
な
り
ま
す
が
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
四
月
八
日
に
は
安
塚
高
校

の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
松
之
山
分
校

の
入
学
者
は
三
十
名
で
し
た
。
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学
級
の
た
め
、
二
年
生
の
お
兄
さ

ん
や
お
姉
さ
ん
か
ら
自
己
紹
介
と
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
新
一
年
生

の
皆
さ
ん
も
元
気
良
く
自
己
紹
介
を

し
ま
し
た
。

　
今
年
の
一
年
生
の
内
訳
は
、
松
之

山
小
学
校
十
三
名
、
松
里
小
学
校
十

名
、
東
川
小
学
校
四
名
、
浦
田
小
学

校
五
名
で
す
。

中
学
校
入
学
式

　
　
　
　
心
も
新
た
に
5
4
名
入
学

、蝋

新生松之山中学校の入学式

少し緊張気味の女子生徒の皆さん

　
松
之
山
中
学
校
の
入
学
式
は
四
月

五
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
町
内
一
中
学
校
と
な

り
、
浦
田
中
学
校
か
ら
来
ら
れ
た
生

徒
の
皆
さ
ん
も
少
し
緊
張
気
味
で
し

た
。
入
学
式
で
は
新
入
生
の
名
前
が
．

一
人
一
人
呼
は
れ
、
猪
田
校
長
先
生

よ
り
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
た
め
、

学
校
・
先
生
・
友
達
を
好
き
に
な
る

よ
う
努
力
し
て
く
だ
さ
い
と
式
辞
が

あ
り
ま
し
た
。

　
生
徒
代
表
歓
迎
の
こ
と
ば
は
、
生

徒
会
長
の
相
沢
和
彦
君
が
「
自
分
に

自
信
と
責
任
と
誇
り
を
持
て
る
人
間

に
な
り
、
有
意
義
な
中
学
校
生
活
を

過
し
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
立

派
な
新
生
松
之
山
中
学
校
を
築
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
四
と
述
べ
ま
し
た
。

　
新
入
生
誓
い
の
こ
と
ば
は
、
飯
塚

香
織
さ
ん
が
「
中
学
生
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
早
く
中
学
校
に
な
れ
て

勉
強
に
運
動
に
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
二
、
三
年
生
の
皆
さ
ん
色
々
と

教
え
て
く
だ
さ
い
凶
と
誓
い
ま
し
た
。

　
中
学
校
に
な
る
と
新
し
い
教
科
や

部
活
動
が
増
え
、
忙
し
い
学
校
生
活

に
な
り
ま
す
が
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
四
月
八
日
に
は
安
塚
高
校

の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
松
之
山
分
校

の
入
学
者
は
三
十
名
で
し
た
。
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若さに期待新人対決

村松二郎氏初当選！

　
四
月
七
日
、
統
一
地
方
選
挙
前
半

の
新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
小
雨
が
降
り
、
投
票
率
の

低
下
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
人

同
士
の
激
し
い
選
挙
戦
を
反
映
し
て
、

四
年
前
よ
り
も
五
％
ほ
ど
投
票
率
が

上
昇
し
関
心
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
県
議
会
議
員
選
挙
は
三
月

二
十
九
日
に
告
示
さ
れ
、
東
頸
城
郡

選
挙
区
で
は
予
想
通
り
、
前
大
島
村

長
の
村
松
二
郎
氏
と
代
議
士
秘
書
の

高
波
勝
也
氏
が
立
候
補
し
、
保
守
系

同
士
の
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
松
二
郎
氏
は
「
若
い
か
ら
気
軽

に
用
事
を
命
じ
て
く
だ
さ
い
。
東
頸

城
の
声
を
県
政
に
伝
え
ら
れ
る
の
は

私
し
か
い
な
い
」
と
若
さ
を
強
調
し
、

高
波
勝
也
氏
は
「
豊
富
な
行
政
経
験

と
中
央
と
の
太
い
パ
イ
プ
を
持
つ
私

を
ぜ
ひ
県
会
に
」
と
支
持
を
訴
え
ま

し
た
。

　
選
挙
の
結
果
は
、
過
疎
克
服
に
情

熱
を
傾
け
る
村
松
二
郎
氏
が
大
差
で

初
当
選
を
飾
り
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
で
は
村
松
二
郎
氏
が
九

割
近
く
の
得
票
率
を
示
し
、
今
ま
で

に
あ
ま
り
例
の
な
い
一
方
的
な
勝
利

で
し
た
。

　
高
波
勝
也
氏
も
善
戦
し
ま
し
た
が
、

出
馬
表
明
の
遅
れ
と
知
名
度
の
低
さ

が
最
後
ま
で
響
き
ま
し
た
。貴重な一票を大切に（松之山公会堂で）

　
な
お
、
今
回
の
選
挙
で
は
無
効
投

票
者
が
四
十
五
人
（
票
V
と
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。

東頸城郡選挙区結果（投票率8臥86％松之山町の結果（N・2

村　松　二　郎 当選　12，081票

高　波　勝　也 4，621票
合　　　計 16，702票

松之山町の結果（NQ1）

村　松　二　郎 2，237票 90．93％

高　波　勝　也 223票 9．07％

合　　計 2，460票 100　％

最終有権者数 3，048人
投票者総数 2，505人
有効投票者数 2，460人
無効投票者数 45人

投　　票　　率

男　79．22％

女　84．92％

計　82．19％

防
火
診
断

　
四
月
七
日
、
上
川
手
集
落
で
防
火

診
断
が
行
わ
れ
、
松
之
山
分
遣
所
と

地
元
消
防
団
の
皆
さ
ん
が
五
班
に
分

か
れ
、
集
落
全
世
帯
の
点
検
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
点
検
箇
所
は
防
火
診
断
票
の
と
お

り
で
す
が
、
だ
れ
も
が
で
き
る
簡
単

な
項
目
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
自
分
の
家

で
も
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
診
断
の
結
果
は
お
お
む
ね
良
好
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、
二
点
ほ
ど
注

意
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。

①
フ
キ
ン
を
火
の
近
く
に
か
け
て
お

　
く
の
は
危
険
。
乾
く
と
ユ
ラ
ユ
ラ

　
し
て
火
の
上
に
落
ち
る
可
能
性
が

　
あ
り
ま
す
。

②
ガ
ス
も
れ
警
報
器
未
設
置
の
家
が

　
あ
り
ま
す
が
、
安
全
の
た
め
設
置

　
し
た
方
が
良
い
で
す
。

皆
さ
ん
も
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

防火診断票により一つ一つ調べました

防火診断票
項　　　　　　　　　　　　　　目 良 否

消
火
器

消火器は、設置されているか

消火器の使用方法を、知っているか

煙
　
　
　
　
突

キ裂、破損はないか

貫通部に目がね石等が、入っているか

取付方法、継ぎ目は確実か

ガ
　
　
ス
　
　
器
　
　
具

ガスもれ警報器が設置されているか

破損した器具等を使用していないか

ガス器具の付近に「ふきん」等の可然物は、おいてないか

ガスホースバンドは、ついているか

ガスホースは老朽化していないか

電
　
　
気

タコ足配線はしていないか

破損している器具や、コードを使用していないか

天
ぷ
ら
油
火
災

　
今
年
に
な
っ
て
郡
内
の
火
事
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
火
事
原
因
第
一
位
の
天
ぷ

ら
油
火
災
に
つ
い
て
、
知
っ
て
お
き

た
い
知
識
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

○
天
ぷ
ら
油
は
長
時
間
過
熱
す
る
と

　
自
然
発
火
し
ま
す
。
ガ
ス
コ
ン
ロ

　
の
火
が
天
ぷ
ら
鍋
の
中
に
入
っ
て

　
引
火
す
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
が
、

　
実
際
は
長
時
間
過
熱
に
よ
る
自
然

　
発
火
が
圧
倒
的
で
す
。

○
自
然
発
火
の
目
安
は
、
三
〇
〇
C

　
C
で
約
十
三
分
後
、
五
〇
〇
C
C

　
で
約
二
十
二
分
後
、
八
O
O
C
C

　
で
約
三
十
二
分
後
で
す
。

　
天
ぷ
ら
油
火
災
が
長
時
間
過
熱
に

よ
る
自
然
発
火
と
し
た
場
合
、
な
ぜ

長
時
間
過
熱
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
色
々
と
あ

　この票で自分の家の防火診断を行い

不備な所がありましたら早急に改善しましょう。

り
ま
す
が
、
や
は
り
多
い
の
は
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
、
来
客
が
あ
っ
た
、

部
屋
や
風
呂
の
掃
除
を
し
て
い
て
忘

れ
て
し
ま
っ
た
等
で
す
。

　
台
所
か
ら
離
れ
る
時
は
、
必
ず
火

の
元
の
点
検
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
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四
月
十
二
日
、
町
民
待
望
の
松
之

山
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
鷹
の
湯
」
が
竣

工
し
ま
し
た
。

　
竣
工
式
に
は
新
潟
県
議
会
議
員
に

初
当
選
し
た
村
松
二
郎
氏
を
は
じ
め
、

郡
内
町
村
長
、
津
南
町
長
、
中
里
村

長
、
長
野
県
栄
村
長
な
ど
多
数
の
方

方
が
出
席
し
て
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま

し
た
。

　
こ
の
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
総
事
業
費

　で1．
ザボ・塊蔑〆…

は
約
一
億
七
千
万
円
で
、
一
階
が
男

女
浴
室
、
男
女
脱
衣
室
、
男
女
便
所
、

ロ
ビ
ー
、
事
務
室
と
な
っ
て
お
り
、

二
階
が
湯
本
地
区
の
集
会
室
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
露
天
風
呂
も
あ
り
、
さ
わ
や

か
な
春
風
と
と
も
に
入
浴
で
き
ま
す
。

　
駐
車
場
は
狭
い
の
で
区
画
内
に
駐

車
し
、
一
台
で
も
多
く
利
用
で
き
る

よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

多≧
／

　
　
　
　
　
　
通

　
　
　
　
　
　
直

、

〆
〆

盤山盤鯨轟
－

　
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
営
業
時
問
は
午

前
十
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
で
、
五

月
か
ら
十
二
月
の
間
は
第
二
と
第
四

木
曜
日
（
祝
祭
日
の
場
合
は
次
の
日
）

が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
兎
口
の
露

天
風
呂
も
利
用
で
き
る
十
二
枚
綴
り

の
入
浴
券
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

羅］
＼
．

　
四
月
二
十
七
日
か
ら
、
松
之
山
‡

越
後
湯
沢
駅
直
通
バ
ス
の
運
行
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
越
後
湯
沢
駅
に
行
く
に
は

十
日
町
か
大
割
野
で
バ
ス
の
乗
換
え

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
時
間
も
二

時
間
以
上
か
か
り
ま
し
た
が
、
こ
の

直
通
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
と
約
一
時

間
十
分
と
大
変
便
利
で
す
。

　
バ
ス
は
頸
城
小
型
バ
ス
の
車
輌
を

使
用
し
、
ベ
テ
ラ
ン
の
乗
務
員
が
定

刻
通
り
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
越
後
湯
沢
駅
西
口
は
新
幹

線
の
り
ば
や
切
符
売
場
も
近
く
、
お

年
寄
や
子
供
づ
れ
の
方
で
も
安
心
し

て
乗
車
で
き
ま
す
。

　
た
だ
定
期
路
線
バ
ス
で
は
な
い
の

　
　
　
」
纒
．難

・
燕
謡

　
　
　
　
　
騨
鼠
謁
1

　
　
　
　
　
　
・
，
斌

琶

きれいな生花が飾られた鷹の湯の玄関

華

〆

　恥〆　　　，イb＿～

で
、
越
後
湯
沢
駅
西
口
に
停
留
所
の

設
置
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
時
間
に
な

り
ま
す
と
頸
城
小
型
バ
ス
が
西
口
に

来
ま
す
の
で
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

　
関
東
方
面
の
親
類
の
方
に
も
利
用

を
呼
び
か
け
、
そ
の
時
は
「
西
口
の

タ
ク
シ
ー
の
ヴ
ば
近
く
で
待
ち
、
緑

色
の
車
体
を
し
た
頸
城
小
型
バ
ス
」

と
一
言
付
け
加
え
て
く
だ
さ
い
。

　
年
間
一
二
〇
日
間
の
運
行
で
、
料

金
も
高
校
生
以
上
一
〇
〇
〇
円
、
一

歳
以
上
中
学
生
ま
で
五
〇
〇
円
の
一

律
料
金
で
す
。

　
こ
の
直
通
バ
ス
が
通
年
運
行
と
な

り
、
増
便
さ
れ
る
よ
う
町
民
全
員
が

熱
い
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

噸勧“

開通式では乗務員の皆さんに花束が

　　　　　　　　贈られ、安全運転を誓いました

碁
、
コ
．
墓
．
帽
鴨
曝

こ
亀

盛趨議畿

　
ニ譲無

松之山温泉→越後湯沢→大宮→上野

購
ゆ

松之山温泉発 湯沢駅西口着 上越新幹線 越後湯沢駅発 大宮駅着 上野駅着

7：20 8：30 とき406号 8：49 9：54 10：14

15：20 16：3　0 とき422号 16：58 18：05
1
， 8：26

上野→大宮→越後湯沢→松之山温泉

へ一．

　　　気広㌧、浴室と露天風呂1’一・γ

上越新幹線 上野駅発 大宮駅発 越後湯沢駅着 湯沢駅西口発 松之山温泉着

とき451号 7：58 8：18 9：22 9：30 10：40

とき419号 15：46 16：06 17：10 17：20 18：30

露天風呂もご利用ください

※運行期間　4月27日～5月8日、7月1日～8月31日、12月25日～1月8日、

　　　　　3月1日～3月31日
　なお、町内の運行時刻と乗車場所にっいては配布されたチラシや4月号の広報

をご覧ください。
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月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

缶
松
之
山
温
豪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

，も蕩・

ク
　　～　聖

　　1　　，　　』，　　ゆ　　聖　　ヒ　　5イ　　ー　qp　　』’

口

ス
カ

　
　
、
℃
　
　
～

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

、
　
　
天
候
に
恵
ま
れ
た
大
厳
寺
高
原
で
開
催

艘、

　酔．、　　一畷・ノ〆ノ7
轟～‘き気鰍世・・』、　 ／

　ず一㌧桔㌧ぐ覧』llニド轡，ナ」一

　　　　　ψゴ㌧嫌

熟．
亀．欝

∠

ン樹』紳　翼

レ
．

β
色

鵬鱒蘇響
鵜秘

4月とは思えない強い日差しのなか

　　　　　　　　　　　　　力走する選手たち（用水池付近）

　
四
月
二
十
一
日
青
空
が
広
が
る
大

厳
寺
高
原
で
、
第
五
回
松
之
山
温
泉

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
が

行
わ
れ
、
県
内
外
三
四
五
人
の
選
手

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
新
潟
県
ス
キ
ー
連
盟

公
認
の
大
会
で
、
残
り
少
な
い
ス
キ

ー
シ
ー
ズ
ン
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、

町
内
選
手
は
も
と
よ
り
県
内
の
有
力

校
、
長
野
県
内
の
有
力
校
か
ら
も
選

手
が
多
数
参
加
し
賑
や
か
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
残
雪
も
一
～
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ

り
、
良
く
整
備
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
選

手
た
ち
は
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
走
っ

て
い
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
松
之
山
中
学
校
三

年
の
高
橋
明
也
君
が
力
強
い
選
手
宣

誓
を
行
い
、
午
前
十
時
よ
り
競
技
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
の
順
番
が
変

わ
り
、
長
距
離
を
走
る
成
年
男
子
の

部
か
ら
三
〇
秒
間
隔
で
次
々
と
コ
ー

ス
に
飛
び
出
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
応
援
の
方
も
た
く
さ
ん
来
ら
れ
、

雄
大
な
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
成
績
は
町
外
選
手
が
上
位
を
占
め

る
部
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
小
学

校
男
子
六
年
生
の
部
で
松
里
小
学
校

分
高
橋
佳
男
君
が
優
勝
し
、
地
元
選

手
も
何
人
か
入
賞
す
る
な
ど
大
変
健

闘
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
強
い
日
差
し
と
照
返
し
で
、

選
手
役
員
お
よ
び
応
援
の
方
も
み
ん

な
顔
を
真
黒
に
し
た
一
日
で
し
た
。

　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
も
そ
ろ
そ
ろ
終

わ
り
で
す
が
、
夏
場
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
頑
張
っ
て
来
シ
ー
ズ
ン
に
備
え

て
く
だ
さ
い
。

！
、！

▼
小
学
校
女
子
五
年
生
以
下
（
三
キ
ロ
）

①
徳
永
郁
美
（
六
箇
小
）
　
　
　
n
分
3
6
秒
7

②
中
村
美
由
起
（
山
ノ
内
東
小
）
1
2
・
11
・
7

③
高
橋
佳
代
（
松
里
小
）
　
　
　
毘

⑪
村
山
久
美
（
　
〃
　
）
　
　
　
14

▼
小
学
校
女
子
六
年
生
（
三
キ
ロ
）

①
今
井
幸
恵
（
関
山
小
）
　
　
　
H

②
川
辺
亜
希
子
（
山
ノ
内
東
小
）
n

③
山
本
由
美
（
　
〃
　
　
）
　
H

⑧
本
山
聖
子
（
松
里
小
）
　
　
　
1
2

0848
0 4

43　46　34　28

5898

，
鰻
》

、

⑭
滝
沢
沙
織
（
松
里
小
）
　
　
　
1
3
・
32
・
6

⑮
村
山
晴
美
（
　
〃
　
）
　
　
　
1
3
・
57
・
3

▼
小
学
校
男
子
五
年
生
以
下
（
五
キ
ロ
）

①
宮
崎
祐
樹
（
山
ノ
内
東
小
）
　
2
1
・
33
・
6

②
清
水
雄
輔
（
　
〃
　
　
）
　
2
2
・
0
5
・
9

③
若
井
大
志
郎
（
城
内
小
）
　
　
22

・
36
・
6

⑤
島
田
　
怜
（
松
里
小
）
　
　
　
2
3
・
E
・
1

⑫
村
山
卓
也
（
　
〃
　
）
　
　
　
24

・
2
8
・
3

マ
小
学
校
男
子
六
年
生
（
五
キ
ロ
）

①
高
橋
佳
男
（
松
里
小
）
　
　
　
1
8
・
5
3
・
5

二人同時にスタート、ガンバレ！

②
駒
村
俊
介
（
妙
高
南
小
）
　
　
1
9
・
0
8
・
7

③
竹
内
寛
揮
（
浦
田
小
）
　
　
　
1
9
・
34
・
7

▼
中
学
校
女
子
一
年
生
（
五
キ
ロ
）

①
丸
山
亜
美
（
大
巻
中
）
　
　
　
m
分
3
7
秒
0

▼
中
学
校
女
子
二
ニ
ニ
年
生
（
五
キ
ロ
）

①
石
井
文
香
（
山
ノ
内
中
）
　
　
B
・
3
6

②
岡
田
奈
々
（
町
立
妙
高
中
）
　
1
8
・
4
6

③
大
口
奈
津
美
（
山
ノ
内
中
）
　
1
8
・
50

⑬
竹
内
雅
子
（
松
之
山
中
〉
　
　
2
0
・
2
5

②
八
木
珠
緒
（
五
十
沢
中
）
　
　
1
9
・
3
7
・
5

③
松
岡
由
里
（
山
ノ
内
中
）
　
　
1
9
・
52
・
4

⑪
佐
藤
あ
す
か
（
松
之
山
中
）
　
22

・
3
8
・
7

⑭
滝
沢
美
奈
（
　
〃
　
）
　
　
　
24

・
4
3
・
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

轟こ・葦

　ロコ

　　マ　ム
　　｝』レー
　　～㍉

▼
中
学
校
男
子
一
年
生
（
五
キ
ロ
）

①
松
原
洋
介
、
（
大
巻
中
）
　
　
　
1
7
・
5
0
・
3

②
池
亀
亮
人
（
村
立
妙
高
中
）
　
1
8
・
4
2
・
8

③
児
玉
秀
喜
（
山
ノ
内
中
）
　
　
B
・
5
5
・
9

⑭
飯
塚
伸
太
郎
（
松
之
山
中
）
　
烈
・
2
5
・
2

▼
中
学
校
男
子
一
丁
三
年
生
（
十
キ
ロ
）

①
島
田
武
彦
（
津
南
J
R
C
）
　
3
1
・
20
・
9

②
田
中
伸
一
（
六
日
町
中
）
　
　
33

・
1
9
・
5

③
有
間
秀
雄
（
町
立
妙
高
中
）
　
3
3
・
34
・
0

⑦
高
橋
利
一
（
松
之
山
中
）
　
　
3
3
・
5
9
・
2

▼
高
校
女
子
（
五
キ
ロ
）

①
横
山
寿
美
子
（
新
井
高
）
　
　
17

・
1
6
・
6

②
竹
田
優
子
（
　
〃
　
）
　
　
　
1
7
・
3
8
・
5

ゴールインしてホッとする選手

，
遵

劇
麟

ト
鴻

叢、

，
曹

緊

③
後
藤
鹿
子
（
松
代
高
）
　
　
　
17

・
4
8
・
0

▼
高
校
男
子
（
十
キ
ロ
）

①
春
日
則
弘
（
松
代
高
）
　
　
　
2
9
・
00
・
8

②
島
田
敏
充
（
十
日
町
高
）
、
30

・
1
3
・
7

③
中
嶋
太
一
（
松
代
高
）
　
　
　
3
0
・
3
8
・
9

▼
成
年
男
子
（
十
キ
ロ
）

①
永
井
利
夫
　
　
　
　
　
　
　
3
5
・
4
2
・
2

　
　
　
（
高
田
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
チ
ー
ム
）

②
関
谷
修
一
（
　
〃
　
　
）
　
3
6
．
n
．
3

③
望
月
幸
男
（
　
〃
　
　
）
　
36

・
36
・
7

，
／
’
．
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ー
o
o
さ
ー

8

瞬群

9捲

　
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

缶
松
之
山
温
豪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

，も蕩・

ク
　　～　聖

　　1　　，　　』，　　ゆ　　聖　　ヒ　　5イ　　ー　qp　　』’

口

ス
カ

　
　
、
℃
　
　
～

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

、
　
　
天
候
に
恵
ま
れ
た
大
厳
寺
高
原
で
開
催

艘、

　酔．、　　一畷・ノ〆ノ7
轟～‘き気鰍世・・』、　 ／

　ず一㌧桔㌧ぐ覧』llニド轡，ナ」一

　　　　　ψゴ㌧嫌

熟．
亀．欝

∠

ン樹』紳　翼

レ
．

β
色

鵬鱒蘇響
鵜秘

4月とは思えない強い日差しのなか

　　　　　　　　　　　　　力走する選手たち（用水池付近）

　
四
月
二
十
一
日
青
空
が
広
が
る
大

厳
寺
高
原
で
、
第
五
回
松
之
山
温
泉

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
が

行
わ
れ
、
県
内
外
三
四
五
人
の
選
手

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
新
潟
県
ス
キ
ー
連
盟

公
認
の
大
会
で
、
残
り
少
な
い
ス
キ

ー
シ
ー
ズ
ン
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、

町
内
選
手
は
も
と
よ
り
県
内
の
有
力

校
、
長
野
県
内
の
有
力
校
か
ら
も
選

手
が
多
数
参
加
し
賑
や
か
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
残
雪
も
一
～
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ

り
、
良
く
整
備
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
選

手
た
ち
は
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
走
っ

て
い
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
松
之
山
中
学
校
三

年
の
高
橋
明
也
君
が
力
強
い
選
手
宣

誓
を
行
い
、
午
前
十
時
よ
り
競
技
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
の
順
番
が
変

わ
り
、
長
距
離
を
走
る
成
年
男
子
の

部
か
ら
三
〇
秒
間
隔
で
次
々
と
コ
ー

ス
に
飛
び
出
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
応
援
の
方
も
た
く
さ
ん
来
ら
れ
、

雄
大
な
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
成
績
は
町
外
選
手
が
上
位
を
占
め

る
部
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
小
学

校
男
子
六
年
生
の
部
で
松
里
小
学
校

分
高
橋
佳
男
君
が
優
勝
し
、
地
元
選

手
も
何
人
か
入
賞
す
る
な
ど
大
変
健

闘
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
強
い
日
差
し
と
照
返
し
で
、

選
手
役
員
お
よ
び
応
援
の
方
も
み
ん

な
顔
を
真
黒
に
し
た
一
日
で
し
た
。

　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
も
そ
ろ
そ
ろ
終

わ
り
で
す
が
、
夏
場
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
頑
張
っ
て
来
シ
ー
ズ
ン
に
備
え

て
く
だ
さ
い
。

！
、！

▼
小
学
校
女
子
五
年
生
以
下
（
三
キ
ロ
）

①
徳
永
郁
美
（
六
箇
小
）
　
　
　
n
分
3
6
秒
7

②
中
村
美
由
起
（
山
ノ
内
東
小
）
1
2
・
11
・
7

③
高
橋
佳
代
（
松
里
小
）
　
　
　
毘

⑪
村
山
久
美
（
　
〃
　
）
　
　
　
14

▼
小
学
校
女
子
六
年
生
（
三
キ
ロ
）

①
今
井
幸
恵
（
関
山
小
）
　
　
　
H

②
川
辺
亜
希
子
（
山
ノ
内
東
小
）
n

③
山
本
由
美
（
　
〃
　
　
）
　
H

⑧
本
山
聖
子
（
松
里
小
）
　
　
　
1
2

0848
0 4

43　46　34　28

5898

，
鰻
》

、

⑭
滝
沢
沙
織
（
松
里
小
）
　
　
　
1
3
・
32
・
6

⑮
村
山
晴
美
（
　
〃
　
）
　
　
　
1
3
・
57
・
3

▼
小
学
校
男
子
五
年
生
以
下
（
五
キ
ロ
）

①
宮
崎
祐
樹
（
山
ノ
内
東
小
）
　
2
1
・
33
・
6

②
清
水
雄
輔
（
　
〃
　
　
）
　
2
2
・
0
5
・
9

③
若
井
大
志
郎
（
城
内
小
）
　
　
22

・
36
・
6

⑤
島
田
　
怜
（
松
里
小
）
　
　
　
2
3
・
E
・
1

⑫
村
山
卓
也
（
　
〃
　
）
　
　
　
24

・
2
8
・
3

マ
小
学
校
男
子
六
年
生
（
五
キ
ロ
）

①
高
橋
佳
男
（
松
里
小
）
　
　
　
1
8
・
5
3
・
5

二人同時にスタート、ガンバレ！

②
駒
村
俊
介
（
妙
高
南
小
）
　
　
1
9
・
0
8
・
7

③
竹
内
寛
揮
（
浦
田
小
）
　
　
　
1
9
・
34
・
7

▼
中
学
校
女
子
一
年
生
（
五
キ
ロ
）

①
丸
山
亜
美
（
大
巻
中
）
　
　
　
m
分
3
7
秒
0

▼
中
学
校
女
子
二
ニ
ニ
年
生
（
五
キ
ロ
）

①
石
井
文
香
（
山
ノ
内
中
）
　
　
B
・
3
6

②
岡
田
奈
々
（
町
立
妙
高
中
）
　
1
8
・
4
6

③
大
口
奈
津
美
（
山
ノ
内
中
）
　
1
8
・
50

⑬
竹
内
雅
子
（
松
之
山
中
〉
　
　
2
0
・
2
5

②
八
木
珠
緒
（
五
十
沢
中
）
　
　
1
9
・
3
7
・
5

③
松
岡
由
里
（
山
ノ
内
中
）
　
　
1
9
・
52
・
4

⑪
佐
藤
あ
す
か
（
松
之
山
中
）
　
22

・
3
8
・
7

⑭
滝
沢
美
奈
（
　
〃
　
）
　
　
　
24

・
4
3
・
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

轟こ・葦

　ロコ

　　マ　ム
　　｝』レー
　　～㍉

▼
中
学
校
男
子
一
年
生
（
五
キ
ロ
）

①
松
原
洋
介
、
（
大
巻
中
）
　
　
　
1
7
・
5
0
・
3

②
池
亀
亮
人
（
村
立
妙
高
中
）
　
1
8
・
4
2
・
8

③
児
玉
秀
喜
（
山
ノ
内
中
）
　
　
B
・
5
5
・
9

⑭
飯
塚
伸
太
郎
（
松
之
山
中
）
　
烈
・
2
5
・
2

▼
中
学
校
男
子
一
丁
三
年
生
（
十
キ
ロ
）

①
島
田
武
彦
（
津
南
J
R
C
）
　
3
1
・
20
・
9

②
田
中
伸
一
（
六
日
町
中
）
　
　
33

・
1
9
・
5

③
有
間
秀
雄
（
町
立
妙
高
中
）
　
3
3
・
34
・
0

⑦
高
橋
利
一
（
松
之
山
中
）
　
　
3
3
・
5
9
・
2

▼
高
校
女
子
（
五
キ
ロ
）

①
横
山
寿
美
子
（
新
井
高
）
　
　
17

・
1
6
・
6

②
竹
田
優
子
（
　
〃
　
）
　
　
　
1
7
・
3
8
・
5

ゴールインしてホッとする選手

，
遵

劇
麟

ト
鴻

叢、

，
曹

緊

③
後
藤
鹿
子
（
松
代
高
）
　
　
　
17

・
4
8
・
0

▼
高
校
男
子
（
十
キ
ロ
）

①
春
日
則
弘
（
松
代
高
）
　
　
　
2
9
・
00
・
8

②
島
田
敏
充
（
十
日
町
高
）
、
30

・
1
3
・
7

③
中
嶋
太
一
（
松
代
高
）
　
　
　
3
0
・
3
8
・
9

▼
成
年
男
子
（
十
キ
ロ
）

①
永
井
利
夫
　
　
　
　
　
　
　
3
5
・
4
2
・
2

　
　
　
（
高
田
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
チ
ー
ム
）

②
関
谷
修
一
（
　
〃
　
　
）
　
3
6
．
n
．
3

③
望
月
幸
男
（
　
〃
　
　
）
　
36

・
36
・
7

，
／
’
．
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1
①
お
ー

lo

ξ　　　　　　　　　．、．…鐸㌶1

（◎
一．』
教頭　長谷川新平

　（上越市大手町小）
籍

　
へ
　
見

　
　
、
　
市

　
　
石
附

一
．
．

1－　噸

圃■L　▲
　　山本　篤子
　　（川西町橘小）

◎
感撫
養護七沢幸子
　（新採用）

（
』

　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
ヱ

　
　
　
淳
町

　
　
　
　
　
本

　
▲
墨
　
南

し
　
　
志
市

一
合
腿

《
駈
．

　
　
　
一

　
　
戸

　
　
　
　
　
　
　
購

主事　平井美津子
　　（新採用）

校長　堀川　幸夫
　（上教大付属小）

　　　　可甲　　’

一鼠▲』．
　　樋口　京子
　（松代町儀明小）

南雲　潤治
（上越市富岡小

～
喜
寧
窒

木津　明美
（西川町曽根小）

杉田　和宏
　（講師）

斉藤　充代
　（講師）

　
　
　
　
　
】
訂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南

　
　
　
　
　
　
　
も
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
生

　
　
　
　
　
　
一
．
、

柳沢とし子
（十日町高）

一41
　村山　林平
　　（浦田中）

〆”

奪

1・林　辰男

（浦田中）

長谷川雅子
（三条市第4中

養護　石川　幸恵
　　（新採用）

、
・
慧
、

㌻
’

、
嘩
譲
麟
汽

蘇
・

暑い暑いと汗をぬぐいながら葺替えを手伝う

青年団の皆さん
冷たいビールが飲めるまで我慢．我慢

4
青
年
の
家
茅
屋
根
の
葺
替
え

2
中
学
校
、
奈
良
京
都
へ
修
学
旅
行

　
四
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま

で
松
之
山
中
学
校
の
三
年
生
が
楽
し

み
に
し
て
い
た
、
奈
良
・
京
都
へ
の

修
学
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
事
前
に
地
理
や
歴
史
を
勉
強
し
て

い
た
の
で
、
班
別
自
由
行
動
に
な
っ

て
も
上
手
に
タ
ク
シ
ー
を
拾
い
、
迷

う
こ
と
な
く
の
び
の
び
と
行
動
し
て

　　4月の
　フォト
ニュース

い
ま
し
た
。

　
天
候
の
方
は
嚢
り
空
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
新
緑
の
古
都
の
美
し
さ

が
帳
消
し
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
二
日
目
の
奈
良
か
ら
京
都
へ
向
う

途
中
、
交
通
渋
滞
に
ま
き
こ
ま
れ
る

と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
全
員
元
気
に
帰
校
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
家
族
・
親
類
・
友
人
な
ど

へ
の
土
産
品
も
多
く
買
い
、
両
手
一

杯
の
荷
物
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
▼
一
日
目
（
四
月
二
十
四
日
）

　
松
之
山
中
発
↓
越
後
湯
沢
駅
↓
上

野
駅
↓
東
京
駅
↓
京
都
駅
↓
近
鉄
奈

　
四
月
の
連
休
に
、
松
口
に
あ
る
青

年
の
家
の
茅
屋
根
の
葺
替
え
が
あ
り

ま
し
た
。

　
青
年
団
の
皆
さ
ん
が
去
年
の
秋
に

刈
取
っ
て
お
い
た
茅
と
、
近
く
の
農

家
か
ら
い
た
だ
い
た
茅
を
使
用
し
て

き
れ
い
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
雨
漏
り
の
心
配
も
な
く
な

り
、
ホ
ッ
と
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
茅
屋
根
職
人
は
上
蝦
池
の
小
野
塚

徳
一
さ
ん
で
、
手
伝
い
の
青
年
団
の

良
駅
↓
旅
館
ま
で
徒
歩
↓
班
別
自
由

行
動
（
約
二
時
間
）
↓
旅
館
へ

　
▼
二
日
目
（
四
月
二
十
五
日
）

　
旅
館
発
↓
法
隆
寺
↓
京
都
へ
向
う

途
中
渋
滞
に
遭
遇
↓
旅
館
着
↓
班
別

自
由
行
動
（
約
四
時
間
）
↓
旅
館
へ

　
▼
三
日
目
（
四
月
二
十
六
日
）

　
旅
館
発
↓
清
水
寺
↓
東
映
映
画
村

↓
京
都
駅
↓
金
沢
駅
↓
直
江
津
駅
↓

松
之
山
中
着

◎
班
別
自
由
行
動
は
、
奈
良
で
は
東

大
寺
・
興
福
寺
、
京
都
で
は
金
閣
寺
、

二
条
城
な
ど
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
に
テ
キ
パ
キ
と
指
示
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
屋
根
の
古
い
茅
を
抜

く
と
煤
や
ほ
こ
り
が
飛
び
散
り
、
顔

も
衣
服
も
真
黒
に
汚
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
二
十
年
位
前
ま
で
は
、
こ
の

よ
う
な
風
景
が
春
先
ど
の
集
落
で
も

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
で
は
茅
屋
根

の
家
が
減
少
し
め
ず
ら
し
く
な
り
ま

し
た
。
茅
屋
根
の
維
持
管
理
も
大
変

で
す
が
、
後
世
に
残
し
た
い
文
化
遺

産
で
す
ね
。

東映映画村で俳優さんとパチリ！
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戸

　
　
　
　
　
　
　
購

主事　平井美津子
　　（新採用）

校長　堀川　幸夫
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寧
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町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
生
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．
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一41
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奪
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（三条市第4中

養護　石川　幸恵
　　（新採用）

、
・
慧
、

㌻
’

、
嘩
譲
麟
汽

蘇
・

暑い暑いと汗をぬぐいながら葺替えを手伝う

青年団の皆さん
冷たいビールが飲めるまで我慢．我慢

4
青
年
の
家
茅
屋
根
の
葺
替
え

2
中
学
校
、
奈
良
京
都
へ
修
学
旅
行

　
四
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま

で
松
之
山
中
学
校
の
三
年
生
が
楽
し

み
に
し
て
い
た
、
奈
良
・
京
都
へ
の

修
学
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
事
前
に
地
理
や
歴
史
を
勉
強
し
て

い
た
の
で
、
班
別
自
由
行
動
に
な
っ

て
も
上
手
に
タ
ク
シ
ー
を
拾
い
、
迷

う
こ
と
な
く
の
び
の
び
と
行
動
し
て

　　4月の
　フォト
ニュース

い
ま
し
た
。

　
天
候
の
方
は
嚢
り
空
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
新
緑
の
古
都
の
美
し
さ

が
帳
消
し
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
二
日
目
の
奈
良
か
ら
京
都
へ
向
う

途
中
、
交
通
渋
滞
に
ま
き
こ
ま
れ
る

と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
全
員
元
気
に
帰
校
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
家
族
・
親
類
・
友
人
な
ど

へ
の
土
産
品
も
多
く
買
い
、
両
手
一

杯
の
荷
物
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
▼
一
日
目
（
四
月
二
十
四
日
）

　
松
之
山
中
発
↓
越
後
湯
沢
駅
↓
上

野
駅
↓
東
京
駅
↓
京
都
駅
↓
近
鉄
奈

　
四
月
の
連
休
に
、
松
口
に
あ
る
青

年
の
家
の
茅
屋
根
の
葺
替
え
が
あ
り

ま
し
た
。

　
青
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団
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皆
さ
ん
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秋
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っ
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い
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茅
と
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近
く
の
農

家
か
ら
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た
だ
い
た
茅
を
使
用
し
て

き
れ
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に
仕
上
げ
ま
し
た
。
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。
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小
野
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団
の
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駅
↓
旅
館
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徒
歩
↓
班
別
自
由

行
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約
二
時
間
）
↓
旅
館
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四
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十
五
日
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班
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約
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時
間
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↓
旅
館
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四
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二
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↓
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↓
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↓
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山
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着
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由
行
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良
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京
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で
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寺
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二
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な
ど
が
多
か
っ
た
よ
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す
。
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湯
本
駐
在
所
訪
問
記

　
四
月
よ
り
湯
本
の
駐
在
さ
ん
が
替

わ
り
ま
し
た
。

　
新
た
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
滝
沢
巡

査
を
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
紹
介

し
ま
す
。

◎
出
身
地
は

中
魚
沼
郡
中
里
村
で
す
。

◎
前
任
地
は

　
柏
崎
署
交
通
課
で
、
主
に
交
通
事

故
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

◎
ご
家
族
は

　
妻
と
二
歳
の
男
の
子
の
三
人
で
す
。

‘
◎
警
察
官
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
動
機

　
は

　
父
親
が
警
察
官
で
、
小
学
校
四
年

生
の
時
に
殉
職
し
ま
し
た
。
そ
の
影

響
が
強
か
っ
た
の
で
警
察
官
に
な
り

ま
し
た
。

◎
管
轄
区
域
の
印
象
は

　
親
切
な
人
が
多
い
。
ま
た
松
里
地

区
は
温
泉
街
が
あ
っ
た
り
、
観
光
施

設
が
た
く
さ
ん
あ
り
活
気
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
最
初
道
が
良
く
わ
か
ら
ず
、
一
週

間
か
け
て
管
内
の
道
を
覚
え
ま
し
た
。

◎
趣
味
は

　
無
趣
味
み
た
い
な
も
の
で
す
が
、

子
供
が
好
き
な
の
で
子
供
と
遊
ぶ
こ

と
で
す
。

◎
将
来
の
夢
は

　
や
は
り
父
親
を
超
え
る
こ
と
で
す
。

◎
み
な
さ
ん
に
＝
言

　
気
軽
に
駐
在
所
へ
寄
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
交
通
事
故
だ
け
は
起
さ

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
駐
在
所
勤
務
は
初
め
て
と
い
う
こ

と
で
不
安
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
持

ち
前
の
開
拓
者
精
神
で
頑
張
る
そ
う

で
す
。

　
な
お
、
お
酒
の
方
は
付
き
合
い
程

度
と
い
う
事
で
し
た
。

行政相談委員は

猪俣栄二
　　　　さんです

　
総
務
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
松

之
山
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、
次
の

方
で
す
。

　
猪
俣
　
栄
二
さ
ん
（
松
之
山
・

　
　
ナ
オ
ヤ
　
含
六
i
二
五
三
七
）

行
政
相
談
委
員
と
は

　
行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
か
ら

役
場
や
公
社
に
つ
い
て
の
苦
情
・
要

望
を
受
け
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
を

図
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
事
に
つ
い

て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
国
の
仕
事
や
国
か
ら
県
や
市
町
村

に
委
託
さ
れ
た
仕
事
（
道
路
・
河
川
・

年
金
・
国
税
・
登
記
・
公
害
・
交
通

安
全
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
が
納
得
で
き
な
い
。
処
理
が
遅
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
な
ど
の

場
合
で
す
。

　
な
お
、
相
談
は
無
料
で
秒
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

ooooeo
㊦

，
勿

　
り

晒
。
。
セ

春
の
全
櫻
躍
鑓
轡

一「…≡

編

Jg

1，

重
　
点

一
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
の
正
し
い
着
用

一
一
、
若
年
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運
転

　
の
追
放

三
、
子
供
の
交
通
事
故
防
止

四
、
違
法
駐
車
の
締
め
出
し

　
最
近
、
新
潟
県
内
の
一
年
間
の
死

亡
交
通
事
故
は
二
〇
〇
名
を
超
え
て

い
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
は
被
害
者
も
加
害
者

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
互
い
が
苦
労
し
、
ま
わ
り
に
も

多
大
な
迷
惑
を
お
よ
ぽ
し
ま
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
守
っ
て
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
遇

わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ

ト
は
面
倒
が
ら
ず
、
安
全
の
た
め
必

ず
着
用
す
る
習
慣
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

ソーピッ・ト　
ぼ
ロ

ム
ノ

カ
一

S。pit曳elcome

　
み
な
さ
ん

　
　
　
　
よ
ろ
し
く
ね

　
教
育
委
員
会
に
、
と
て
も
チ
ャ
ー

ミ
ン
グ
な
国
際
理
解
教
育
講
師
の
方

が
み
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
の
皆
さ
ん
に
タ
イ
の
こ
と
だ
け

で
な
く
、
色
々
な
世
界
の
国
々
や
文

化
に
つ
い
て
楽
し
く
教
え
て
く
だ
さ

る
で
し
ょ
う
。

　
来
ら
れ
た
ば
か
り
の
ソ
ー
ピ
ッ
ト

さ
ん
に
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
な
ど
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。

▼
松
之
山
の
印
象
は

　
自
然
が
美
し
い
。
雪
の
白
さ
が
と

て
も
き
れ
い
で
夢
み
た
い
。
町
の
皆

さ
ん
は
親
切
で
や
さ
し
い
で
す
。

▼
松
之
山
に
来
ら
れ
た
理
由
は

　
木
村
さ
ん
に
さ
そ
わ
れ
、
去
年
九

月
に
初
め
て
松
之
山
に
来
て
気
に
入

…
「

り
ま
し
た
。

▼
ど
の
よ
う
な
授
業
を
し
た
い
で
す

　
か
。

　
色
々
な
国
へ
行
っ
た
経
験
を
生
か

　
し
て
、
外
国
の
言
葉
や
文
化
を
教

　
え
た
い
で
す
。
、

▼
日
本
の
文
化
で
習
つ
た
の
は

　
お
茶
と
生
花
を
習
っ
て
い
ま
し
た
。

　
書
道
も
習
っ
て
み
た
い
し
、
色
々

　
な
日
本
文
化
を
知
り
た
い
で
す
。

▼
方
言
で
最
初
に
覚
え
た
の
は

　
「
あ
ち
ゃ
ね
」

　
「
わ
り
っ
け
ね
」

　
多
彩
な
留
学
経
験
や
、
口
本
の
一

流
企
業
の
社
長
付
秘
書
も
経
験
し
て

い
る
才
女
と
い
う
こ
と
で
、
バ
リ
バ

リ
の
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
か
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
奥
ゆ
か

し
く
大
和
撫
子
の
よ
う
な
ソ
ー
ピ
ッ

ト
さ
ん
で
し
た
。

浦田小学校1・2年生のワールドタイムの授業

校長先生も参加して楽しそうです

』r1ヒ’

「ゆミ

随
響
．

　
　
　
　
．
諺
怖
・

　
　
軸

融
墜
喰
“
蚕
，

幽

ソーピツト

　チッターヤノーンさん

。
、
㌦
へ

　ロ　　　ロロロロ　ロぴゐ　　　　　　　

　　
　　自

　◎出身地

自己紹介

タイのバンコク市

◎学歴
タイのチュラーロンコン大学

　
　
一
　
　
　
　
ン

　
　
ォ
　
　
　
　
　
キ
ど

　
　
フ
　
　
　
　
　
イ
な

　
　
ス
　
　
　
　
ダ
師

　
ク
　
　
　
　
・
講

　
　
ッ
り
　
　
㈱
校

　
オ
あ
　
　
業
学

　
　
・
験
．
　
工
話

業
大
経
　
　
車
会

卒
語
学
　
　
動
英

部
外
留
歴
自
・

学
京
に
　
　
菱
㈱

文
東
ド
職
三
業

　
　
　
　
◎
　
　
工

翻
騨’

」

◎海外経験

　日本・韓国・香港・イギリス

　ソ連・ポーランド・オランダ

　スイス・カナダなど多数

◎趣味
　音楽鑑賞（長渕剛㌔中島みゆ

　き）・読書・文通・旅行

◎好きな食べ物

　寿司・シャブシャブ・焼き肉

　おでん

◎嫌いな食べ物

　納豆

◎スポーツ

　エアロビクス・バドミントン

◎松之山じ住む一年問を有意義

　に過したいので、町の行事な

　どで顔を見かけましたら気軽

　に声をかけてくださいね！
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。
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で
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た
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と
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が
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ず
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の
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を
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◎
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は
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み
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な
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の
で
す
が
、
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供
が
好
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な
の
で
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で
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将
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の
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は

　
や
は
り
父
親
を
超
え
る
こ
と
で
す
。

◎
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に
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に
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。
ま
た
、
交
通
事
故
だ
け
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起
さ

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
駐
在
所
勤
務
は
初
め
て
と
い
う
こ

と
で
不
安
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
持

ち
前
の
開
拓
者
精
神
で
頑
張
る
そ
う

で
す
。

　
な
お
、
お
酒
の
方
は
付
き
合
い
程

度
と
い
う
事
で
し
た
。

行政相談委員は

猪俣栄二
　　　　さんです

　
総
務
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
松

之
山
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、
次
の

方
で
す
。

　
猪
俣
　
栄
二
さ
ん
（
松
之
山
・

　
　
ナ
オ
ヤ
　
含
六
i
二
五
三
七
）

行
政
相
談
委
員
と
は

　
行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
か
ら

役
場
や
公
社
に
つ
い
て
の
苦
情
・
要

望
を
受
け
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
を

図
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
事
に
つ
い

て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
国
の
仕
事
や
国
か
ら
県
や
市
町
村

に
委
託
さ
れ
た
仕
事
（
道
路
・
河
川
・

年
金
・
国
税
・
登
記
・
公
害
・
交
通

安
全
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
が
納
得
で
き
な
い
。
処
理
が
遅
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
な
ど
の

場
合
で
す
。

　
な
お
、
相
談
は
無
料
で
秒
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

ooooeo
㊦

，
勿

　
り

晒
。
。
セ

春
の
全
櫻
躍
鑓
轡

一「…≡

編

Jg

1，

重
　
点

一
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
の
正
し
い
着
用

一
一
、
若
年
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運
転

　
の
追
放

三
、
子
供
の
交
通
事
故
防
止

四
、
違
法
駐
車
の
締
め
出
し

　
最
近
、
新
潟
県
内
の
一
年
間
の
死

亡
交
通
事
故
は
二
〇
〇
名
を
超
え
て

い
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
は
被
害
者
も
加
害
者

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
互
い
が
苦
労
し
、
ま
わ
り
に
も

多
大
な
迷
惑
を
お
よ
ぽ
し
ま
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
守
っ
て
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
遇

わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ

ト
は
面
倒
が
ら
ず
、
安
全
の
た
め
必

ず
着
用
す
る
習
慣
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

ソーピッ・ト　
ぼ
ロ

ム
ノ

カ
一

S。pit曳elcome

　
み
な
さ
ん

　
　
　
　
よ
ろ
し
く
ね

　
教
育
委
員
会
に
、
と
て
も
チ
ャ
ー

ミ
ン
グ
な
国
際
理
解
教
育
講
師
の
方

が
み
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
の
皆
さ
ん
に
タ
イ
の
こ
と
だ
け

で
な
く
、
色
々
な
世
界
の
国
々
や
文

化
に
つ
い
て
楽
し
く
教
え
て
く
だ
さ

る
で
し
ょ
う
。

　
来
ら
れ
た
ば
か
り
の
ソ
ー
ピ
ッ
ト

さ
ん
に
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
な
ど
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。

▼
松
之
山
の
印
象
は

　
自
然
が
美
し
い
。
雪
の
白
さ
が
と

て
も
き
れ
い
で
夢
み
た
い
。
町
の
皆

さ
ん
は
親
切
で
や
さ
し
い
で
す
。

▼
松
之
山
に
来
ら
れ
た
理
由
は

　
木
村
さ
ん
に
さ
そ
わ
れ
、
去
年
九

月
に
初
め
て
松
之
山
に
来
て
気
に
入

…
「

り
ま
し
た
。

▼
ど
の
よ
う
な
授
業
を
し
た
い
で
す

　
か
。

　
色
々
な
国
へ
行
っ
た
経
験
を
生
か

　
し
て
、
外
国
の
言
葉
や
文
化
を
教

　
え
た
い
で
す
。
、

▼
日
本
の
文
化
で
習
つ
た
の
は

　
お
茶
と
生
花
を
習
っ
て
い
ま
し
た
。

　
書
道
も
習
っ
て
み
た
い
し
、
色
々

　
な
日
本
文
化
を
知
り
た
い
で
す
。

▼
方
言
で
最
初
に
覚
え
た
の
は

　
「
あ
ち
ゃ
ね
」

　
「
わ
り
っ
け
ね
」

　
多
彩
な
留
学
経
験
や
、
口
本
の
一

流
企
業
の
社
長
付
秘
書
も
経
験
し
て

い
る
才
女
と
い
う
こ
と
で
、
バ
リ
バ

リ
の
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
か
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
奥
ゆ
か

し
く
大
和
撫
子
の
よ
う
な
ソ
ー
ピ
ッ

ト
さ
ん
で
し
た
。

浦田小学校1・2年生のワールドタイムの授業

校長先生も参加して楽しそうです

』r1ヒ’

「ゆミ

随
響
．

　
　
　
　
．
諺
怖
・

　
　
軸

融
墜
喰
“
蚕
，

幽

ソーピツト

　チッターヤノーンさん

。
、
㌦
へ

　ロ　　　ロロロロ　ロぴゐ　　　　　　　

　　
　　自

　◎出身地

自己紹介

タイのバンコク市

◎学歴
タイのチュラーロンコン大学

　
　
一
　
　
　
　
ン

　
　
ォ
　
　
　
　
　
キ
ど

　
　
フ
　
　
　
　
　
イ
な

　
　
ス
　
　
　
　
ダ
師

　
ク
　
　
　
　
・
講

　
　
ッ
り
　
　
㈱
校

　
オ
あ
　
　
業
学

　
　
・
験
．
　
工
話

業
大
経
　
　
車
会

卒
語
学
　
　
動
英

部
外
留
歴
自
・

学
京
に
　
　
菱
㈱

文
東
ド
職
三
業

　
　
　
　
◎
　
　
工

翻
騨’

」

◎海外経験

　日本・韓国・香港・イギリス

　ソ連・ポーランド・オランダ

　スイス・カナダなど多数

◎趣味
　音楽鑑賞（長渕剛㌔中島みゆ

　き）・読書・文通・旅行

◎好きな食べ物

　寿司・シャブシャブ・焼き肉

　おでん

◎嫌いな食べ物

　納豆

◎スポーツ

　エアロビクス・バドミントン

◎松之山じ住む一年問を有意義

　に過したいので、町の行事な

　どで顔を見かけましたら気軽

　に声をかけてくださいね！
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集
落
探
訪

マ
リ
ア
観
音

　
　
マ
リ
ア
地
蔵

歴
史
と
地
名

　
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
観
光
施

設
が
多
い
。
地
名
は
「
温
泉
の
出
る

山
」
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
字
中
江
に
は
縄
文
時
代
中
期
の
遺

跡
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
出
土
し
た
土

器
は
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
寛
永
三
二
六
二
六
）
年
に
松
陰

寺
が
開
山
さ
れ
、
江
戸
中
期
ご
ろ
に

修
験
道
の
明
王
院
・
不
動
院
が
創
立

し
た
。

　
松
苧
神
社
の
創
立
年
月
は
不
詳
だ

が
、
大
ケ
ヤ
キ
等
か
ら
考
え
て
か
な

り
古
い
創
立
と
思
わ
れ
る
。

　
神
社
境
内
に
は
、
慶
応
元
（
一
八

六
五
）
年
建
立
の
松
之
山
温
泉
記
碑

が
あ
り
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
（
前
略
）
山
美
し
く
水
清
く
、
山

合
い
の
村
は
平
和
で
の
ど
か
、
花
咲

き
霧
立
つ
様
は
仙
人
の
住
む
地
と
も

思
わ
れ
る
。
し
か
し
道
中
は
危
険
で

難
所
も
多
く
、
村
民
協
議
し
て
石
を

　
起
こ
し
岩
を
砕
い
て
湯
山
か
ら
湯
本

　
へ
の
道
路
を
整
備
し
た
。
お
か
げ
で

　
教
養
人
な
ど
も
多
く
訪
れ
、
松
之
山

湯
山
神
楽

温
泉
は
益
々
有
名
に
な
っ
た
凶

　
昭
和
四
十
年
代
よ
り
公
共
施
設
の

整
備
が
進
み
、
松
之
山
中
学
校
、
簡

易
水
道
、
東
頸
消
防
署
松
之
山
分
遣

所
、
公
会
堂
等
寮
完
成
し
た
。

大
ケ
ヤ
キ

　
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
十
四
日
に

国
指
定
天
然
記
念
物
と
な
る
。
樹
齢

お
よ
そ
二
〇
〇
〇
年
、
目
通
り
約
十

一
メ
ー
ト
ル
の
巨
木
。

　
昭
和
五
十
九
年
一
月
二
十
六
日
、

本
幹
基
部
に
亀
裂
が
入
り
支
幹
と
枝

の
一
部
が
折
れ
た
た
め
、
倒
伏
を
防

ぐ
た
め
三
か
所
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー

プ
で
支
え
て
い
る
。

　
こ
の
大
ケ
ヤ
キ
に
は
、
平
安
時
代

初
期
の
征
夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂

が
蝦
夷
征
伐
の
途
中
立
ち
寄
り
、
愛

馬
を
つ
な
い
だ
と
い
う
言
い
伝
え
が

残
っ
て
い
る
。

　
支
幹
が
倒
れ
る
前
は
目
通
り
十
三

メ
ー
ト
ル
、
樹
高
三
十
五
メ
ー
ト
ル
、

枝
は
東
西
に
三
十
五
メ
ー
ト
ル
、
南

北
に
十
八
メ
ー
ト
ル
の
威
容
を
誇
っ

て
い
た
。

む
す
び

　
松
陰
寺
に
マ
リ
ア
観
音
と
マ
リ
ア

地
蔵
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
マ
リ
ア
観
音
は
子
安
観
音
、
マ
リ

ア
地
蔵
は
子
育
地
蔵
と
も
呼
ば
れ
て

お
り
、
ど
ち
ら
も
木
造
で
あ
る
。

　
マ
リ
ア
観
音
の
金
冠
に
は
十
字
架

が
巧
み
に
仕
組
ま
れ
、
抱
い
1
，
、
い
る

幼
童
と
と
も
に
取
り
は
ず
す
こ
と
が

で
き
る
。

　
マ
リ
ア
地
蔵
の
錫
杖
に
も
十
字
架

が
形
ど
ら
れ
、
こ
れ
も
簡
単
に
取
り

は
ず
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
関
係
は
今

の
と
こ
ろ
全
く
不
明
で
あ
る
。

　
湯
山
の
神
楽
は
万
治
年
間
（
一
六

五
八
～
六
一
）
、
村
人
が
旅
先
で
習

い
覚
え
、
こ
れ
を
村
に
伝
え
た
の
が

始
ま
り
だ
と
い
う
。

　
古
老
の
話
し
に
よ
れ
ば
道
中
神
楽

を
舞
い
な
が
ら
、
つ
ま
り
大
道
芸
と

し
て
路
銀
を
稼
ぎ
な
が
ら
伊
勢
参
り

を
果
た
し
た
り
、
関
東
で
神
楽
に
よ

る
旅
稼
ぎ
を
し
た
と
い
う
。

　
戦
争
に
よ
り
中
断
し
て
い
た
神
楽

も
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
集
落
内
の

青
年
た
ち
に
よ
っ
て
よ
み
が
え
り
、

秋
祭
り
に
は
必
ず
上
演
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
神
楽
が
後
世
ま
で
伝
わ
る
よ

う
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　
今
年
、
集
落
上
部
の
山
中
で
温
泉

掘
削
が
予
定
さ
れ
、
老
人
ホ
ー
ム
の

敷
地
の
整
地
工
事
も
計
画
さ
れ
て
い

る
。　

ま
だ
、
都
会
の
人
た
ち
に
田
を
貸

し
て
実
際
に
農
作
業
を
体
験
し
て
も

ら
う
、
グ
リ
ー
ン
リ
ー
ス
事
業
も
今

年
度
か
ら
本
格
化
す
る
。

　
さ
ら
に
、
集
落
中
央
を
縦
貫
す
る

県
道
の
整
備
も
ほ
ぼ
終
わ
り
、
湯
本

と
の
間
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
も
順
調
に

進
み
、
町
内
で
も
恵
ま
れ
た
立
地
条

件
の
良
さ
、
観
光
資
源
の
多
さ
な
ど

今
後
の
発
展
が
楽
し
み
な
集
落
で
あ

る
。

湯山のシンボル「大ケヤキ」

2，000年も前から人々の暮し

を見つめてきた。

訪れる人はその威容に驚く

婦
人
会
コ
ー
ナ
ー

代
議
員
会
開
催

　
町
連
合
婦
人
会
代
議
員
会
が
四
月

十
一
日
、
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
気
分

を
ほ
ぐ
し
、
本
山
教
育
長
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
の
ち
、
左
記
事
項
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
そ
れ
ぞ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
9
平
成
二
年
度
活
動
報
告
、
決
算

　
　
報
告
に
つ
い
て

　
口
平
成
三
年
度
活
動
計
画
、
予
算
噸

　
　
に
つ
い
て

　
ま
た
役
員
に
つ
い
て
は
、
酊
会
長

が
家
庭
の
事
情
に
よ
り
急
遽
辞
任
さ

れ
、
す
で
に
年
度
末
で
も
あ
っ
た
た

め
副
会
長
会
議
に
よ
り
、
新
会
長
が

決
ま
る
ま
で
の
間
、
高
沢
副
会
長
が

会
長
代
理
を
、
高
橋
副
会
長
は
引
き

続
き
一
年
残
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
四
月
の
広
報
で
高
沢
会
長
と
い
う

形
で
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
事

務
局
の
誤
り
で
し
た
の
で
訂
正
さ
せ

　てい

た
だ
き
ま
す
。

　
　
な
お
、
本
山
・
小
野
塚
・
小
見
の

各
副
会
長
も
退
任
さ
れ
、
新
し
い
町

役
員
と
任
務
分
担
が
次
の
よ
う
に
決

ま
り
ま
し
た
。

会
長
代
理
高
沢
　
静
　
（
組
　
　
織
）

副
会
長

高
橋
セ
イ
子
（
文
化
教
養
）

佐
藤
　
和
子
（
保
健
体
育
）

丸
山
　
澄
江
（
組
　
　
織
）

小
口
八
璽
子
（
福
　
　
祉
）

牛乳パックの回収
　牛乳パックの回収につきましては、

婦人会で昨年度から取組んでまいりま

したが、本年度は農協で回収していた

だけることになりました。

　詳しい回収方法につきましては回覧

文書がまわりますので、昨年同様ご協

力をお願いします。

エアロビクス教室
昨年実施し好評をいただきましたエ

アロビクス教室を今年も開催いたしま

すので、たくさんの方の参加をお待ち

しております。

　＊講　師　高橋トモ子

　＊期　日　5月23日より毎週木曜日

　＊時　間　午後8時より約1時間

　＊会場自然休養村センター
　　　　　　大会議室

　＊参加費　1人1，000円

醤
羅
灘
羅
ー
7
，

o 一
．
一

退任された役員の皆さん

　　　　　　　ユ苦労さまでした

　誰でも手軽に楽しめるスポーツとして、ニュース

ポーツと呼ばれる種目が多くなってきました。

　そんな種目を集め、全国大会までつながる大会も

開かれています。

　どなたでも参加ぞきますので、あなたも仲問でチ

ームを組んで出場してみませんか。

　用具は公民館に揃えてあります。

　詳しくは公民館（智6－2265）へ

第3回上越地区スポーツフェスティバル

　　　　　　　　　　　　　　　6月9日（日

ラージボール卓球　　　　　　　　新井市

ター少ットバードゴルフ　　　　名立町

男女混杏綱引き　　　　　　　　　三和村

婦人バレーボール　　　　　　　　上越市

男女混合ソフトバレ／一ボール　　　浦川原村
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落
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マ
リ
ア
観
音

　
　
マ
リ
ア
地
蔵

歴
史
と
地
名

　
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
観
光
施

設
が
多
い
。
地
名
は
「
温
泉
の
出
る

山
」
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
字
中
江
に
は
縄
文
時
代
中
期
の
遺

跡
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
出
土
し
た
土

器
は
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
寛
永
三
二
六
二
六
）
年
に
松
陰

寺
が
開
山
さ
れ
、
江
戸
中
期
ご
ろ
に

修
験
道
の
明
王
院
・
不
動
院
が
創
立

し
た
。

　
松
苧
神
社
の
創
立
年
月
は
不
詳
だ

が
、
大
ケ
ヤ
キ
等
か
ら
考
え
て
か
な

り
古
い
創
立
と
思
わ
れ
る
。

　
神
社
境
内
に
は
、
慶
応
元
（
一
八

六
五
）
年
建
立
の
松
之
山
温
泉
記
碑

が
あ
り
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
（
前
略
）
山
美
し
く
水
清
く
、
山

合
い
の
村
は
平
和
で
の
ど
か
、
花
咲

き
霧
立
つ
様
は
仙
人
の
住
む
地
と
も

思
わ
れ
る
。
し
か
し
道
中
は
危
険
で

難
所
も
多
く
、
村
民
協
議
し
て
石
を

　
起
こ
し
岩
を
砕
い
て
湯
山
か
ら
湯
本

　
へ
の
道
路
を
整
備
し
た
。
お
か
げ
で

　
教
養
人
な
ど
も
多
く
訪
れ
、
松
之
山

湯
山
神
楽

温
泉
は
益
々
有
名
に
な
っ
た
凶

　
昭
和
四
十
年
代
よ
り
公
共
施
設
の

整
備
が
進
み
、
松
之
山
中
学
校
、
簡

易
水
道
、
東
頸
消
防
署
松
之
山
分
遣

所
、
公
会
堂
等
寮
完
成
し
た
。

大
ケ
ヤ
キ

　
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
十
四
日
に

国
指
定
天
然
記
念
物
と
な
る
。
樹
齢

お
よ
そ
二
〇
〇
〇
年
、
目
通
り
約
十

一
メ
ー
ト
ル
の
巨
木
。

　
昭
和
五
十
九
年
一
月
二
十
六
日
、

本
幹
基
部
に
亀
裂
が
入
り
支
幹
と
枝

の
一
部
が
折
れ
た
た
め
、
倒
伏
を
防

ぐ
た
め
三
か
所
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー

プ
で
支
え
て
い
る
。

　
こ
の
大
ケ
ヤ
キ
に
は
、
平
安
時
代

初
期
の
征
夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂

が
蝦
夷
征
伐
の
途
中
立
ち
寄
り
、
愛

馬
を
つ
な
い
だ
と
い
う
言
い
伝
え
が

残
っ
て
い
る
。

　
支
幹
が
倒
れ
る
前
は
目
通
り
十
三

メ
ー
ト
ル
、
樹
高
三
十
五
メ
ー
ト
ル
、

枝
は
東
西
に
三
十
五
メ
ー
ト
ル
、
南

北
に
十
八
メ
ー
ト
ル
の
威
容
を
誇
っ

て
い
た
。

む
す
び

　
松
陰
寺
に
マ
リ
ア
観
音
と
マ
リ
ア

地
蔵
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
マ
リ
ア
観
音
は
子
安
観
音
、
マ
リ

ア
地
蔵
は
子
育
地
蔵
と
も
呼
ば
れ
て

お
り
、
ど
ち
ら
も
木
造
で
あ
る
。

　
マ
リ
ア
観
音
の
金
冠
に
は
十
字
架

が
巧
み
に
仕
組
ま
れ
、
抱
い
1
，
、
い
る

幼
童
と
と
も
に
取
り
は
ず
す
こ
と
が

で
き
る
。

　
マ
リ
ア
地
蔵
の
錫
杖
に
も
十
字
架

が
形
ど
ら
れ
、
こ
れ
も
簡
単
に
取
り

は
ず
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
関
係
は
今

の
と
こ
ろ
全
く
不
明
で
あ
る
。

　
湯
山
の
神
楽
は
万
治
年
間
（
一
六

五
八
～
六
一
）
、
村
人
が
旅
先
で
習

い
覚
え
、
こ
れ
を
村
に
伝
え
た
の
が

始
ま
り
だ
と
い
う
。

　
古
老
の
話
し
に
よ
れ
ば
道
中
神
楽

を
舞
い
な
が
ら
、
つ
ま
り
大
道
芸
と

し
て
路
銀
を
稼
ぎ
な
が
ら
伊
勢
参
り

を
果
た
し
た
り
、
関
東
で
神
楽
に
よ

る
旅
稼
ぎ
を
し
た
と
い
う
。

　
戦
争
に
よ
り
中
断
し
て
い
た
神
楽

も
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
集
落
内
の

青
年
た
ち
に
よ
っ
て
よ
み
が
え
り
、

秋
祭
り
に
は
必
ず
上
演
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
神
楽
が
後
世
ま
で
伝
わ
る
よ

う
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　
今
年
、
集
落
上
部
の
山
中
で
温
泉

掘
削
が
予
定
さ
れ
、
老
人
ホ
ー
ム
の

敷
地
の
整
地
工
事
も
計
画
さ
れ
て
い

る
。　

ま
だ
、
都
会
の
人
た
ち
に
田
を
貸

し
て
実
際
に
農
作
業
を
体
験
し
て
も

ら
う
、
グ
リ
ー
ン
リ
ー
ス
事
業
も
今

年
度
か
ら
本
格
化
す
る
。

　
さ
ら
に
、
集
落
中
央
を
縦
貫
す
る

県
道
の
整
備
も
ほ
ぼ
終
わ
り
、
湯
本

と
の
間
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
も
順
調
に

進
み
、
町
内
で
も
恵
ま
れ
た
立
地
条

件
の
良
さ
、
観
光
資
源
の
多
さ
な
ど

今
後
の
発
展
が
楽
し
み
な
集
落
で
あ

る
。

湯山のシンボル「大ケヤキ」

2，000年も前から人々の暮し

を見つめてきた。

訪れる人はその威容に驚く

婦
人
会
コ
ー
ナ
ー

代
議
員
会
開
催

　
町
連
合
婦
人
会
代
議
員
会
が
四
月

十
一
日
、
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
気
分

を
ほ
ぐ
し
、
本
山
教
育
長
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
の
ち
、
左
記
事
項
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
そ
れ
ぞ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
9
平
成
二
年
度
活
動
報
告
、
決
算

　
　
報
告
に
つ
い
て

　
口
平
成
三
年
度
活
動
計
画
、
予
算
噸

　
　
に
つ
い
て

　
ま
た
役
員
に
つ
い
て
は
、
酊
会
長

が
家
庭
の
事
情
に
よ
り
急
遽
辞
任
さ

れ
、
す
で
に
年
度
末
で
も
あ
っ
た
た

め
副
会
長
会
議
に
よ
り
、
新
会
長
が

決
ま
る
ま
で
の
間
、
高
沢
副
会
長
が

会
長
代
理
を
、
高
橋
副
会
長
は
引
き

続
き
一
年
残
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
四
月
の
広
報
で
高
沢
会
長
と
い
う

形
で
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
事

務
局
の
誤
り
で
し
た
の
で
訂
正
さ
せ

　てい

た
だ
き
ま
す
。

　
　
な
お
、
本
山
・
小
野
塚
・
小
見
の

各
副
会
長
も
退
任
さ
れ
、
新
し
い
町

役
員
と
任
務
分
担
が
次
の
よ
う
に
決

ま
り
ま
し
た
。

会
長
代
理
高
沢
　
静
　
（
組
　
　
織
）

副
会
長

高
橋
セ
イ
子
（
文
化
教
養
）

佐
藤
　
和
子
（
保
健
体
育
）

丸
山
　
澄
江
（
組
　
　
織
）

小
口
八
璽
子
（
福
　
　
祉
）

牛乳パックの回収
　牛乳パックの回収につきましては、

婦人会で昨年度から取組んでまいりま

したが、本年度は農協で回収していた

だけることになりました。

　詳しい回収方法につきましては回覧

文書がまわりますので、昨年同様ご協

力をお願いします。

エアロビクス教室
昨年実施し好評をいただきましたエ

アロビクス教室を今年も開催いたしま

すので、たくさんの方の参加をお待ち

しております。

　＊講　師　高橋トモ子

　＊期　日　5月23日より毎週木曜日

　＊時　間　午後8時より約1時間

　＊会場自然休養村センター
　　　　　　大会議室

　＊参加費　1人1，000円

醤
羅
灘
羅
ー
7
，

o 一
．
一

退任された役員の皆さん

　　　　　　　ユ苦労さまでした

　誰でも手軽に楽しめるスポーツとして、ニュース

ポーツと呼ばれる種目が多くなってきました。

　そんな種目を集め、全国大会までつながる大会も

開かれています。

　どなたでも参加ぞきますので、あなたも仲問でチ

ームを組んで出場してみませんか。

　用具は公民館に揃えてあります。

　詳しくは公民館（智6－2265）へ

第3回上越地区スポーツフェスティバル

　　　　　　　　　　　　　　　6月9日（日

ラージボール卓球　　　　　　　　新井市

ター少ットバードゴルフ　　　　名立町

男女混杏綱引き　　　　　　　　　三和村

婦人バレーボール　　　　　　　　上越市

男女混合ソフトバレ／一ボール　　　浦川原村
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㊨松
之
山
温
泉
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
月
1
8

　
ス
キ
ー
場
が
完
成
し
て
か
ら
松
之

山
町
の
観
光
も
通
年
型
と
な
り
、
年

年
観
光
客
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
観
光
松
之
山
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
た
”
松
之
山
温
泉
ま
つ

り
”
が
、
五
月
十
八
日
・
十
九
日
の

二
日
間
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

19
日

　
十
八
日
（
土
）
は
、
午
後
二
時
よ
り

行
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
松
里
小
学
校
児
童
に
よ
る
鼓
笛
隊

パ
レ
ー
ド
、
松
里
保
育
所
園
児
に
よ

る
稚
児
行
列
、
松
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

演
奏
、
ち
び
っ
こ
み
こ
し
な
ど
が
、

温
泉
街
を
中
心
に
五
時
過
ぎ
ま
で
行

わ
れ
、
夜
七
時
よ
り
笹
み
ど
り
歌
謡

シ
ョ
f
、
夜
八
時
よ
り
大
花
火
大
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
十
九
日
に
は
、
大
厳
寺
高
原
で
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
残
雪
と
新
緑
を
楽
し
み
な
が
ら
、

食
欲
を
そ
そ
る
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
腹

｝
杯
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
温
泉
ま
つ
り
に
関
す
る
詳
し
い
事

は
、
配
布
さ
れ
ま
す
チ
ラ
シ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
役
場
内
振
興
課
ま
で
お

聞
き
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
a
六
ー
一
二
一
｝
二
一

　
　
　
　
探
鳥
会

　
毎
年
多
く
の
愛
鳥
家
の
皆
さ
ん
が

参
加
す
る
探
鳥
会
が
、
五
月
二
十
六

日
松
口
の
美
人
林
周
辺
の
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
ま
す
．

　
松
之
山
は
野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
全

国
的
に
知
ら
れ
、
こ
の
探
鳥
会
に
は

関
東
方
面
の
方
も
多
数
参
加
し
、
野

鳥
の
姿
や
さ
え
ず
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　
ま
た
、
前
日
に
は
野
鳥
集
会
も
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
に
も
参
加
し

て
野
鳥
の
名
前
を
覚
え
て
く
だ
さ
い
。 5

月
2
6
日

▼
野
鳥
集
会

，
〇
五
月
二
十
五
日
（
土
）
夜
七
時
三
十

　
分
か
ら
　
湯
本
「
福
住
館
」

○
講
師
　
中
島
　
公
先
生

　
地
元
　
村
山
健
・
高
橋
明
夫
・
村

　
　
　
　
山
暁
．
高
橋
良
一
各
氏

▼
探
鳥
会

〇
五
月
二
十
六
日
（
日
）

　
湯
本
駐
車
場
　
朝
四
時
十
五
分
出

　
発
松
口
諏
訪
神
社
　
四
時
三
十

　
分
集
合
。
探
鳥
コ
ー
ス
　
美
人
林

　
周
辺
（
野
鳥
の
し
お
り
贈
呈
）

　町では固定資産の評価について皆さんの御理解を

いただきたく、次のとおり公開いたします。

　　　◎公開対象地目　　　宅地

　　　◎開始時期　　　　　5月15日より

　　　◎公開場所　　　　　松之山町役場

支芸

『

、

臨
ー

舞

短
　
歌

ぴ
か
ぴ
か
の
一
年
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル

　
　
　
小
さ
き
背
中
に
可
愛
く
は
づ
む

あ
め
つ
ち
の
は
ざ
ま
激
し
き
雪
解
麟

　
　
峡
に
人
住
む
灯
が
ぽ
っ
て
り
と

雪
国
に
ぶ
な
の
芽
吹
の
鮮
や
か
や

　
　
さ
み
ど
り
の
葉
に
き
ら
め
く
朝
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷

　
俳
　
　
句

春
浅
き
美
人
林
へ
の
道
と
は
れ

　
う
　
ど
　
　
ら
さ

山
独
活
と
綜
と
宅
急
便

そ
ま杣

の
た
す
山
独
活
し
か
と
入
れ
て
有
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺

草
餅
の
ふ
く
れ
あ
が
り
し
薄
み
ど
り

草
餅
の
厚
さ
が
田
舎
ら
し
さ
と
も

雪
塊
に
へ
ば
り
つ
き
た
る
春
の
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
内
名

鈴
木
俊
一
（
束
屋
）

滝
沢
　
流
石
（
丸
久
）

村
山
　
休
石
（
隣
）

多
く
の
方
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
難
解
な
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　　停電のお知らせ
5月17日（金）午前9時30分～12時まで

天水越集落の一部

検察審査員に選ばれたらご協力を！
　交通事故、詐欺など被害にあったのに、検察官がその事件を

裁判にかけてくれない。どうも納得できない。このような人の

　ために、検察官のした処分が正しかったかどうかを審査する機

関として「検察審査会」があります。

　検察審査会では11人の審査員がこの審査をします。審査員は、

選挙権を持っている皆さんの中から「くじ」で選ばれることに

なっています。

　あなたもいつか審査員に選ばれることがあるかもしれません。

　審査員に選ばれたときは、ご協力をお願いします。

　詳しいことは、高田検察審査会事務局（新潟地裁高田支部内）

までお問い合わせください。ao255－24－5160

　　　　　　　　6／25（火）陥、3・開演

上越文化会館全席指定3，000円

エレキ・インストの王様ザ・ベンチャーズが

夏をっれて来る。熱いサウンドを聞こう！

くわしくは上越文化会館へ暦0255－25－4103

瞬

n
あ

澱見獅
宗

弔
対

編
．

ン
冒

オ”

賦
ク
織

編
・

㌃
1

角
　
　
　
、

　
　
　
　
～

Lの・

語畷
・△甥

＼

有
段
を
め
ざ
し
て

　●●●
一 ●● 一

イ［・！・ニホヘトチリ　ヌノレ

　黒先白死（1手だけ）

　詰碁の解答を募集してい

ます。5月27日までにハガ

キなどで広報担当まで

正解者には粗品を進呈

4
月
号
の
答
え

2

者
山

解
村

正

村山　　伸（湯　本）

久保田米栄（天水島）

　
黒
1
の
マ
ガ
リ
が
正
解
へ
の
第
一
歩
。
白
2
が
最
強

の
抵
抗
で
す
が
、
こ
こ
で
黒
3
に
打
つ
の
が
右
側
に
も

う
｝
眼
確
保
す
る
う
ま
い
手
で
、
巧
み
に
生
き
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
難
し
い
問
題
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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㊨松
之
山
温
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ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
月
1
8

　
ス
キ
ー
場
が
完
成
し
て
か
ら
松
之

山
町
の
観
光
も
通
年
型
と
な
り
、
年

年
観
光
客
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
観
光
松
之
山
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
た
”
松
之
山
温
泉
ま
つ

り
”
が
、
五
月
十
八
日
・
十
九
日
の

二
日
間
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

19
日

　
十
八
日
（
土
）
は
、
午
後
二
時
よ
り

行
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
松
里
小
学
校
児
童
に
よ
る
鼓
笛
隊

パ
レ
ー
ド
、
松
里
保
育
所
園
児
に
よ

る
稚
児
行
列
、
松
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

演
奏
、
ち
び
っ
こ
み
こ
し
な
ど
が
、

温
泉
街
を
中
心
に
五
時
過
ぎ
ま
で
行

わ
れ
、
夜
七
時
よ
り
笹
み
ど
り
歌
謡

シ
ョ
f
、
夜
八
時
よ
り
大
花
火
大
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
十
九
日
に
は
、
大
厳
寺
高
原
で
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
残
雪
と
新
緑
を
楽
し
み
な
が
ら
、

食
欲
を
そ
そ
る
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
腹

｝
杯
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
温
泉
ま
つ
り
に
関
す
る
詳
し
い
事

は
、
配
布
さ
れ
ま
す
チ
ラ
シ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
役
場
内
振
興
課
ま
で
お

聞
き
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
a
六
ー
一
二
一
｝
二
一

　
　
　
　
探
鳥
会

　
毎
年
多
く
の
愛
鳥
家
の
皆
さ
ん
が

参
加
す
る
探
鳥
会
が
、
五
月
二
十
六

日
松
口
の
美
人
林
周
辺
の
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
ま
す
．

　
松
之
山
は
野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
全

国
的
に
知
ら
れ
、
こ
の
探
鳥
会
に
は

関
東
方
面
の
方
も
多
数
参
加
し
、
野

鳥
の
姿
や
さ
え
ず
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　
ま
た
、
前
日
に
は
野
鳥
集
会
も
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
に
も
参
加
し

て
野
鳥
の
名
前
を
覚
え
て
く
だ
さ
い
。 5

月
2
6
日

▼
野
鳥
集
会

，
〇
五
月
二
十
五
日
（
土
）
夜
七
時
三
十

　
分
か
ら
　
湯
本
「
福
住
館
」

○
講
師
　
中
島
　
公
先
生

　
地
元
　
村
山
健
・
高
橋
明
夫
・
村

　
　
　
　
山
暁
．
高
橋
良
一
各
氏

▼
探
鳥
会

〇
五
月
二
十
六
日
（
日
）

　
湯
本
駐
車
場
　
朝
四
時
十
五
分
出

　
発
松
口
諏
訪
神
社
　
四
時
三
十

　
分
集
合
。
探
鳥
コ
ー
ス
　
美
人
林

　
周
辺
（
野
鳥
の
し
お
り
贈
呈
）

　町では固定資産の評価について皆さんの御理解を

いただきたく、次のとおり公開いたします。

　　　◎公開対象地目　　　宅地

　　　◎開始時期　　　　　5月15日より

　　　◎公開場所　　　　　松之山町役場

支芸

『

、

臨
ー

舞

短
　
歌

ぴ
か
ぴ
か
の
一
年
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル

　
　
　
小
さ
き
背
中
に
可
愛
く
は
づ
む

あ
め
つ
ち
の
は
ざ
ま
激
し
き
雪
解
麟

　
　
峡
に
人
住
む
灯
が
ぽ
っ
て
り
と

雪
国
に
ぶ
な
の
芽
吹
の
鮮
や
か
や

　
　
さ
み
ど
り
の
葉
に
き
ら
め
く
朝
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷

　
俳
　
　
句

春
浅
き
美
人
林
へ
の
道
と
は
れ

　
う
　
ど
　
　
ら
さ

山
独
活
と
綜
と
宅
急
便

そ
ま杣

の
た
す
山
独
活
し
か
と
入
れ
て
有
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺

草
餅
の
ふ
く
れ
あ
が
り
し
薄
み
ど
り

草
餅
の
厚
さ
が
田
舎
ら
し
さ
と
も

雪
塊
に
へ
ば
り
つ
き
た
る
春
の
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
内
名

鈴
木
俊
一
（
束
屋
）

滝
沢
　
流
石
（
丸
久
）

村
山
　
休
石
（
隣
）

多
く
の
方
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
難
解
な
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　　停電のお知らせ
5月17日（金）午前9時30分～12時まで

天水越集落の一部

検察審査員に選ばれたらご協力を！
　交通事故、詐欺など被害にあったのに、検察官がその事件を

裁判にかけてくれない。どうも納得できない。このような人の

　ために、検察官のした処分が正しかったかどうかを審査する機

関として「検察審査会」があります。

　検察審査会では11人の審査員がこの審査をします。審査員は、

選挙権を持っている皆さんの中から「くじ」で選ばれることに

なっています。

　あなたもいつか審査員に選ばれることがあるかもしれません。

　審査員に選ばれたときは、ご協力をお願いします。

　詳しいことは、高田検察審査会事務局（新潟地裁高田支部内）

までお問い合わせください。ao255－24－5160

　　　　　　　　6／25（火）陥、3・開演

上越文化会館全席指定3，000円

エレキ・インストの王様ザ・ベンチャーズが

夏をっれて来る。熱いサウンドを聞こう！

くわしくは上越文化会館へ暦0255－25－4103

瞬

n
あ

澱見獅
宗

弔
対

編
．

ン
冒

オ”

賦
ク
織

編
・

㌃
1

角
　
　
　
、

　
　
　
　
～

Lの・

語畷
・△甥

＼

有
段
を
め
ざ
し
て

　●●●
一 ●● 一

イ［・！・ニホヘトチリ　ヌノレ

　黒先白死（1手だけ）

　詰碁の解答を募集してい

ます。5月27日までにハガ

キなどで広報担当まで

正解者には粗品を進呈

4
月
号
の
答
え

2

者
山

解
村

正

村山　　伸（湯　本）

久保田米栄（天水島）

　
黒
1
の
マ
ガ
リ
が
正
解
へ
の
第
一
歩
。
白
2
が
最
強

の
抵
抗
で
す
が
、
こ
こ
で
黒
3
に
打
つ
の
が
右
側
に
も

う
｝
眼
確
保
す
る
う
ま
い
手
で
、
巧
み
に
生
き
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
難
し
い
問
題
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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柔編鐵灘

※出生・死亡・婚姻の届はできます

．，論．．』⊃雄鑑壷
（松之山　ぶなの木荘）
　　　　　　　　　　　題：くろちゃんいっばいたべてるね

　　　　　　　　　　　　他驚あ鎚藩℃簸ろ）

　　 l㌧噛5監。、i
．・ノ痴　舞温δレ

　／鋼解，

　題二低いドが吹けたぞ

1磁娠欝痕傍ろ）

庁閉曜

11日・25日

8日・22日

　
　
月
月

土
5
6

6
一
」

〃

（（
（n

u
h
簑「

更

　　　1轡糊
さわやか行政サーピス推進月閏

　
ん
國

　
さ
村

年
子
田

　
代

4
美
寺

　
沢
音

　
相
個

おめでた（騰　　　　（生年月日）

英一ちゃん　高橋徳一さんの長男（天水島）3・4・9

幸穂ちゃん　村山三男さんの長女（藤内名）3・4・15

峯
》
〆

　
－
」
／

▼
4
月
の
で
き
ご
と

が
曲
　
　
－
日

分
の

自
指
　
　
4
日

（　　
　
　
5
日

　
　
　
　
7
日

　
　
　
　
9
日

　
　
　
　
2
］

　
　
　
　
l
L
レ

　
　
　
　
ー
］

　
　
　
　
∩
乙
「
「

お《鞄み（蹴）　　　（死亡年朋

樋ロトタさん　69歳（田麦立）林　　 3・4・24

山岸留作さん　　80歳（新　山）大下　　　3・4・25

　　※4月1日から30日までの届出分です。

22
日

23
日

27
日

▼
5
月
の
予
定

1812　8　3
日日　日日

19
日

2522
日　日

3026
日　日

’
”
／
ン

新
任
教
職
員
辞
令
交
付
式

各
小
学
校
で
入
学
式

中
学
校
入
学
式

県
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

議
会
臨
時
会

温
泉
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

第
五
回
松
之
山
温
泉
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

献
血
（
役
場
）

集
落
総
代
会

湯
沢
駅
直
通
バ
ス
運
行
開
始

成
人
式

リ
ハ
ビ
リ
教
室
・
（
合
同
）

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

松
之
山
温
泉
ま
つ
り

山
菜
ま
つ
り
（
珀
日
ま
で
）

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
大
会

　
　
　
（
大
厳
寺
高
原
）

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
す
こ
や
か
）

野
鳥
集
会
（
湯
本
福
住
館
）

山
菜
ま
つ
り
（
2
6
日
ま
で
）

第
35
回
探
鳥
会
（
美
人
林
）

不
用
犬
・
猫
引
き
取
り
日

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
終
わ
り
、

田
作
業
や
由
菜
取
り
に
と
忙
し
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
月
号
か
ら
広
報
の
サ
イ
ズ
も
｝

回
り
大
き
く
な
り
、
活
字
も
大
き
く

な
り
ま
し
た
。

　
見
や
す
さ
と
読
み
や
す
さ
に
重
点

を
置
き
、
町
内
の
話
題
を
逃
さ
な
い

よ
う
取
材
に
出
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
集
落
や
学
校
・
職
場
で

色
々
な
行
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

事
前
に
役
場
の
広
報
へ
ご
一
報
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ま
た
、
広
報
に
取
り
入
れ
て
ほ
し

い
企
画
・
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

遠
慮
な
く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

五
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
七
八
九
（
▲
四
）

　
　
男
／
一
、
八
五
三
（
○
）

　
　
女
／
一
、
九
三
六
（
▲
四
）

世
帯
数
／
一
、
一
七
三
（
　
四
）

（
）
内
は
四
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
五
月
号

平
成
三
年
五
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
費
六
土
二
；
二

編
集
／
総
務
課

広報

、
愛

　　　　謹灘搬　　　　驚
　　　繋
灘

欝
　
戸
　
［

　
き
　
筆
　
、
　
γ
　
ゴ

2
許

／

竈
4
努

漬
伊　繭轡　叩

冷
§
隼

翻
丁
，

／

「ワッショイ、ワッショイ！』ちびっこみこしのお通りだ（松之山温泉まつり）

響
今月号の話題

幽
4
　
　
5

8・9
10・11
　　　　12

　　　　14

成人式…一……
越後松之山山菜塾…・

クリーン大作戦……

松之山温泉まつり…

5月のフォトニュース

集落探訪（中尾）…

公民館だより…

嘩事鳩

輯蕩詫蓄

豊作を祈って量株1株丁寧に手植え


